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　第28回資生堂児童福祉海外研修報告書の送付について

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃より、弊財団の事業につきまして格別のご高配を賜り厚く

お礼申し上げます。

この度平成14年度事業として実施いたしました、表記第28回児

童福祉海外研修の報告書が完成いたしましたのでお送り申し

上ます。

ご一読の上ご参考に供していただければ幸甚に存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
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第28回　資生堂児童福祉海外研修　実施要綱

1．目　　　的

　　児苗福祉施設の，1｜堅職員を対象に、福祉先進国の福祉情報、専門知識、処遇技

　術、施設の運営形態などの研修に加え、広く訪問国における人々との交流を通し

　て、参加者の幅広い人間形成と資質の向ヒを図り、将来の児童福祉界を担う人材

　の育成をllざす、、

2．主 催　　財1寸1法人　資生堂社会福祉事業財団

3．後 援　　厚生労働省、全国社会福祉協議会

4．研修テーマ

日）戊芦待家庭などに対する地域（コミュニティー）による支援、親に対する教

　　育・訓練などについてアメリカ西海岸・中西部において学ぶ。

（2）アメリカにおける最新の児童福祉施策、プログラムを研修すると同時に、

　　アメリカの里親制度の実態を学ぶ、

5．研修先アメリカ
　　　　　　　〔サンフランシスコ、デンバー、ポートランド汐コマ、シアトル）

6．実施期間　2002年9月21（」：トユO月511（ll）（15H間）

フ．推薦要件

　　L過去に他財団、団体のi瀧する同類の海外研修に参加していない者、

　　；　，］　1｛，G務経験年数が5年以．ヒで年齢が45歳以ドの者。（2001－4－1現在）

　．3iH常児章の処遇に真剣に携わり、本テーマによる研修について高い関心をもち、

　　強い意欲と責任感のある者、

　　1心身ともに健康で長期にわたって児敢福祉に貢献できる者。

8．選考方法
　　全国児童養護施設協議会、全国母子生活支援施設協議会、並びに関連諸団体の

　推薦にもとづき、資生堂児童福祉海外弼F修選考委員会の審査により決定する、

9．研修報告書の作成及び発表

　1⊥：‘研修団は2003年3月末までに報告書を作成する。

　Cそれぞれの協議会等の」三催する研修会等において研修結果の報告を行う
1



あ　い　さ　つ

全国児童養護施設協議会

会長　　福　島　一　雄

　財団法人資生堂社会福祉事業財団のご厚志により、昨年9月25日から10月5日にか

けて、第28回資生堂児童福祉海外研修に児童養護施設職員をはじめ、全国の児童福祉

施設職員に参加の機会を与えていただきましたことに心から御礼申しあげます。

今回の研修は、本来一昨年の秋に実施予定でしたが、あの痛ましい米国同時多発テロ

事件の影響で延期されていたものです。被害を受けられた方々、一瞬にして親を失っ

た子どもたちをはじめとする御遺族の方々に対し、この場を借りて心から哀悼の意を

表します。

　さて、わが国の子ども虐待の実態はいよいよ深刻化しています。もはや戦後ではな

いといわれた時代以降のわが国経済・社会の激動の申で、“家族の養育機能の低下H

をキーワードとして、親が存在しながら子どもが育たない状況が、世代を連鎖してさ

らに顕著になってきています。

　特に虐待を受けた子どもの施設入所が急増したことにより都市部を中心に施設が満

杯状況にあり、しかも虐待を受けた子どもが半数に達する施設が常態となっています。

このため、困難な処遇上の課題を抱えた被虐待児への対応の必要性から、児童養護施

設のあり方の見直しが課題になっているところです。児童虐待防止法については本年

秋よりその見直しがされることとなっており、本会でも虐待問題への対応を軸とする

『児童養護施設近未来像ll』の策定に取り組んでいるところです。

　こうしたなか今回の海外研修においては、虐待家庭などに対する地域による支援、

親に対する教育・訓練などについて、米国の福祉現場を訪問し研修されましたことは、

今後のわが国の児童福祉を考えるうえでも、大変時宜を得たものであったと思います。

　本研修の企画・実施から報告書の作成に至るまで事務局としてお世話いただきまし

た資生堂社会福祉事業財団の皆様、さらには研修の内容充実のためにご配慮いただき

ました厚生労働省の関係者の皆様にあらためて感謝申しあげますとともに、本研修が

引き続き児童福祉施設職員にとって実りの多い機会として、今後の児童福祉と子ども

の健全育成に一層寄与してまいりますよう祈念いたしまして、お礼のご挨拶とさせて

いただきます。
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28TH　SHISEIDO　CHILD　WELFARE　STUDY　TOUR　TO　AMERICA（2002）

　　　第28回　資生堂児童福祉海外研修団　～アメリカ～

（千葉県）

団　長

野の花の家

花崎　みさを

（東京都）

＄務局

資生堂社会福祉事業財団

池田　マリ子

（東京都）

事務局

資生堂社会福祉事業財団

鈴木　順治

N．一一．、一』
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、

AMERICA

∫
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（大阪府）

児童養護施設

公徳学園

保育士

浅井　友可

（石川県）

児童養護施設

聖霊愛児園

主任児童指導員

横川　伸

（埼玉県）

児童養護施設

雀幸園

児童指導員

荒木　浩二

（大阪府）

情緒障害児短期治療施設

あゆみの丘

児童指導員

堀　健一

（東京都）

児童養護施設

至誠学園

副園長

石田　芳朗

（北海道）

母子生活支援施設

北海道社会事業協会鈴蘭寮

主任母子指導員

小松　留美子

（東京都）

児童養護施設

まつば園

児童指導員

勝亦　悦子

（神奈川県）

母子生活支援施設

カサ・デ・サンタマリア

母子指導員

清水　厚子

（東京都）

児童養護施設

東京育成園

保育士

田中　聡子

（香川県）

児童自立支援施設

香川県立斯道学園

児童自立支援専門員

永井　陽子

4



団　長　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野の花の家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長花崎みさを

　この資生堂社会福祉海外研修は、200］年9月に行われる予定でしたが、折悪く起こ

ったアメリカの同時多発テロの影響で延期され、一一年後の2002年9月21［1から2週

間実施されましたc

　中止になるのでは？という不安の中で、実現され、参加できましたことは、団員一

同にとって大変幸運なことでした。時あたかも里親月間である］0月をFl前にしての、

タイムリーな今回のテーマは「里親制度と被虐待児への対応」であり、一同興味津々

の思いでスタートを切ることができました。

　まずはこの研修を実現させて下さった資生堂社会福祉事業財団とその関係者の皆

様、厚生労働省家庭福祉課、全社協、全養協のお力添えに衷心より感謝申し上げます、

また私たちと終始行動を共にして、通訳のみでなく講師としても多くのことを団員一

1，ijにご教授ドさったヘネシー澄r一先生に心から感謝申し上げます。そして特に財団事

務局の池田さん、鈴木さんには、常に団貝への細かなお心遣いをいただき、快適な研

修ができるようお骨折りいただきましたこと、団貝一同と共に心からお礼申し上げます、．

　今回の研修先のアメリカは、多様な児童問題を有している国ではありますが、また

多様な試みや実践を持つ国でもあります，戦後欧米のシステムを取り人れつつ発展し

てきたわが国の社会福祉ですが、特に児童福祉分野にとっては、まだまだ多くの学ぶべ

き点があります。

　「r・どもの視点に立つ」「子どもの人権」等という意識のどうも持ちにくい口本社

会の体質の中で、しかし徐々にそのような万向に進展してきてはいましたが、1994

年の「子どもの権利に関する条約」を批准したあたりから、急速に「子どもの権利擁

護」「子どもの最善の利益」という言葉と共に、子・どもの視点に、ltlった体制作りが模

索され始めたように思います。国は基礎構造改rVt：に乗って児童分野も改革を考え、全

養も（他の児童分野も）近未来におけるありノ∫を模索しています、．そんな折のアメリ

カでの研修では、今後の方向を見据えて、「里親」「被虐待児対応のあり方」にテーマ

を決められていたことに敬意を表したいと思います．，

　今回はサンフランシスコ、デンバー、ポートランド、タコマ、シアトル各市で、州

C　r’1∫）のヒューマンサービス局の取り組みと児童裁判1｛斤CJuvenile　Court）の働き、

そして民間組織（団体）の活動について、テーマに添って研修させていただきました一

5



アメリカは州毎に独立した考えをもっていますが、その中で特に印象深い共通項として

次のような点があげられます。

　1．一人の子どもの生きる権利をどう守り育てるかに、きちんと焦点を当てて対策が

　　　立てられている点。

　2．子どもの精神的負担をできるだけ軽減し、家庭に近い環境を整えることに腐心し

　　　ている点（実家族ケア、里親委託、一時保護所の廃止等）。

　3．一つのケースに、質の高い多くのソーシャルワーカーが継続的にかかわっている

　　　点。

　4．裁判所が決定機関として厳然と存在し、その中でソーシャルワーカーが大きな働

　　　きをしている。つまり裁きと援助の役割分担がはっきりしている点。

　5．地域の中に里親があり、官民共々に多くの支援体制が出来上がっている点。

　6．州（市）の組織と民間の組織がしっかりと協働体制を組んでいる点。

　7．予防にもすでに多くのシステムと実績を持つ点、等。

　詳細については団員の報告書をお読みいただきたい。今回の団員の方々は、大変熱心

な研修態度で、より多く学ぽうと目を輝かせ、神経を集中して各パートでの説明を受け

ていました。その結果と合わせて膨大な資料を懸命に読みとり、団員同士の情報交換を

しながらまとめた報告書です。きっと多くの方々の学びの一助になるであろうと思います。

　今回の研修で多くの学びを得た我々は、次に、これをなんらかの形で生かす方法を考

えなければならない。これをしてはじめて一つの研修が終わるのだと考え、今回団長と

して参加させていただいた私の責務として、これを団員各位に課題として提案しました。

近日、課題にたいする試案を持って、東京近郊で再会する予定です。
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事　務　局　報　告

資生堂社会福祉事業財団

事務局長池田マリ子

　アメリカ同時多発テロ事件（2001年9月11）の勃発により1年延期した「第28回児童

福祉海外研修」は、団員の皆さんが待ちに待った期待の中で無事に終了しました。

今回は、アメリカ西海岸・中西部に位置するカリフtルニア、コロラド、オレゴン、

ワシントンの4州を研修地区に選び、テーマは1998年度のアメリカ東海岸で学んだ

「アメリカの児童虐待の実体」を更に一歩進めて、「虐待家庭などに対する地域による

支援、親に対する教育・訓練」を中心に、アメリカにおける最新の児童福祉施策を学

ぶ、としました。

また、おりしも今回の研修中に日本では専門里親制度が導入（2002年10月）されると

あって、アメリカの里親制度の実態を知ることも大きな目的でした。

　アメリカは州ごとに法律や制度が異なり、更に、州全体が州法に則って実施される

「州統一政策」方式と、州法をベースに郡や市にその企画から実行までを一任する

「郡（市）の独自政策」方式とがあります。

今回前半に訪問したカリフtルニア州とコロラド州は郡（市）の独自政策方式を、後

半のオレゴン州とワシントン州は州統一方式を採用しています。

　詳しくは後述の団員の方々による報告をご覧頂くとして、全体をとおして感じたこ

とを思いつくままに列挙すると、

　改善意欲と姿勢

　　より良いシステムや施策を取り入れようと常に各州が競い合っている。

　理論に基づいた「しくみ」づくり

　新たなシステムや施策を進めるにあたっては、［画⇒［P司⇒⊆亘ヨという手

　順が徹底して行われており、研究発表だけに留まらず理論に基づいて実行までし

　　っかり行われている。効果があると判断されると全州に利用の拡大を図っていく。

　大きな役割をもつ民間施設

　研究から実証の段階では公的機関は特に動かず、民間の施設が行うので、資金の

　調達を含め、動き易い（早い）。

　ベテラン職員による安心な取り組み

　基本的に職場異動は本人が希望しない限りないという。裁判長を始めワーカー達

　　は何十年という長い間同じ職場に従事しているベテランや専門家が多く、子ども
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　　のことを良く理解しているので適切な対応がとりやすい環境にある。

　利用者に配慮のある施設

　　施設や相談センターなどは住民が気軽に利用できるよう、ショッピングセンターの

　　中にあったり、相談から申し込み、利川まで全てのサービスが同じビル内に配置さ

　　れているなど、利用しやすい環境が整っている。

など、常により良いものを追求しつづけ、実施に向けてのマニュアルが整備されている

国であるということを実感しました。

　財団の海外研修のコーディネートが今回で4回1．1となるヘネシー澄子先生から、『最

初にアメリカ研修（第8期：1980年）に訪れた時と比較して、この20年の問にアメリカ

は大きな変貌をとげているc当時は今の［’1本と同様に児童養護施設が主体となっていた

が、今は治療施設のみとなり、口本でいう児童養護施設はなくなっている。数年前まで

はカリフォルニア、コロラド州の方が進んでいたが、今回訪れて、予防という観点を取

り入れているオレゴン州が一一歩先に出たことが分かった』いう私が感じた事の裏付けと

もなるようなお話を伺うことが出来ました。

　里親さんのお家を訪問して里子さんと一’緒にお食事やおしゃべりを楽しんだこと、デ

ンバーの地方紙（ロッキー時報）の記事に研修団のことが載ったこと、財団．セ催のお礼

のパーティに参加してドさった女性の素敵な判事さん｛第8期の時に、既に判事に就任

されていたウィークス氏）が団員の…人ひとりにプレゼントして下さったバラの花に感

激したこと、ヘネシー先生のご自宅にご招待頂き、皆でお料理をして久しぶりに食べた

おにぎりやお寿司が美味しかったこと、研修の合間に行ったロッキー山が黄色く色づい

て何ともいえない幻想的な美しさだった

ことなど、団員一・同、数え切れないくら

いの思い出と経験をお上産に帰って参り

ました。

　最後に、この度の海外研修実施にあた

っては、常に団員を暖かく見守り統率下

さった花崎みさを団長、そして、研修プ

ランニングから調整、全工程の通訳、1時

には講師役まで務めてくださったヘネシ

ー澄子先生のご尽力に深く厚く感謝申し

ヒげます、
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9

第28回　資生堂児童福祉海外研修スケジュール

月日（曜） 時　間 日　　　　　　　　　程

9／21（土） 16：45
10：05

東京（成田）発　NHOO8

サンフランシスコ着

9／22（日） サンフランシスコ

9／23（月） 　9：00

13：00

サンフランシスコヒューマンサービス局

　・ホットライン、緊急課性的外傷、通報をどのように評価する

　　か等

　・家庭保存プログラム（Family　Preservation　Unit）

　　両親教育に携わる人達に資格を与える教室など

9／24（火） 　8：30

　9：00

14：05
17：36

サンフランシスコヒューマンサービス局

サンフランシス児童裁判所見学

サンフランシスコ発　UA1714

デンバー着

9／25（水） 10：00

14：00

エバグリーン愛着センター

　・愛着障害とその治療法について

ケンプチルドレンズセンター

　・虐待をする両親の育児教育について

9／26（木） 　9：00

14：00

夕　方

デンバーヒューマンサービス局

　・虐待を受けた児童と親へ対応する組織について、一時

　　保護所、緊急里親システム、親子の対面する場所、裁判所

　　の関わり方、親権剥奪・一時停止の問題、キンシップケ

　　アなど

アダプションエクスチェンジ

　・養親の募集方法、訓練など

里親ホーム訪問（3カ所）

9／27（金） 10：00
13：00
夕　方

デンバー児童裁判所見学

デンバーヒューマンサービス局

お礼の夕食会



月日（曜） 時　間 日　　　　　　　　　程

9／28（土）
r三　、　　　　’

アノハー

9／29（日） 　9：01

10：38

デンバー発　UA405

ポートランド着

9／30（月） 　9：30

15：30

オレゴン児童・家族委任機関

　・虐待、放置予防プログラム

　・虐待、放置を受けた子どもへの特別な支援、心のケアなど

セーレム出発～ホテルへ

10／1（火） 9：00 マクラーレン少年院

　・オレゴン州の青少年非行問題に対する政策、補導組織

　　について

　・少年の居住施設、学校、治療プログラムの見学

10／2（水） 10：30 メアリーブリッジ子ども病院と健康センター

　・子育てパートナーシッププログラム他

　・性的虐待を受けた子どもの治療について（子どもの代弁

　　センター〉

10／3（木） 9：00 ケイシー・ファミリー・プログラムズ財団

　・UPS財団のプログラム

　・革新的な児童福祉、革新的里親制度のモデルについて

10／4（金） 　8：05

10：11

11：50

シアトル発　UA1011

サンフランシスコ着

サンフランシスコ発

10／5（土） 14：55 東京（成田）着

研修終了の挨拶

通関手続き終了後解散
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カリフォルニア州の福祉政策は州法をベースに、郡や市にその企画から

実行までを委任する方式をとっている。

サンフランシスコヒューマンサービス局で公的機関の福祉サービスの概

要を学んだ。また関連施設の児童保護センター（シェルター）、ヒューマ

ンサービス局支部、ファミリーリソースセンターなどを訪問し、地域に

根ざしたきめ細かなサービスの実態を目の当りに触れた。

称
都
積
ロ
色

愛

州
面
人
特

ゴールデン・ステート（黄金の州）

サクラメント（Sacramento）

411，470k㎡（日本の約tO8倍）、50州中第3位

33，872千人、同第1位

カリフォルニア州の総生産高は全米第1位、米国国民所得の約13％を

占めている。このカリフォルニア経済を支えるものは、温暖な気候・肥

沃な土地・充実した灌瀧施設による水利の便に恵まれた農業と、シリコ

ンバレーに代表される世界

最先端をいく電子工業及び

航空宇宙関連産業を中心と

する工業である。同州はま

た、日本からの自動車など

工業製品の一大輸出市場と

なっている。

姉妹県は大阪府
坂の町を走るケーブルカー

［出典：最新アメリカ合衆国要覧（2002）－50州と日本一〔東京書籍）〕
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サンフランシスコヒューマンサービス局

San　Francisco　Depqrtment　ef　Hum。n　Service5（市の社会福祉全般を取り扱う公的機関）

1．概要

　　ダウンタウンから車で10分程の所に位置しており、他に支部が3つある．運営はサ

　ンフランシスコ市が行っているt大きく分けて、保護と自立支援の2つを軸に6つの部

　門に分かれており、それぞれがプログラムを運営している。

【ヒューマンサービス局の組織図】

ソーシャルワーカー　約400人

園一回

保
護

家　族　児　童　課
Famil∨＆Childrelゴs

　Servlces　DiviSion

成　　人　　課
Adult　Services

　　Division

自
立
支
援

雇用、職業訓練部

　Employment
　＆Trainil19

経済的援助部
Finallcial　Aid

健康、栄養部
11ealth＆Nutrhk）n

住宅、ホームレス対策部

Housmg＆110nleless

・ 児童虐待ホットライン

・ 緊急対応ユニット

・裁判所管轄ユニット

・ 家族サービスユニット

・ パーマネンシープランユニット
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2．家族児童課の概要

　　家族の保護、自立、統合を目標としたプログラムを基にしながら、修士号をもった

400人のソーシャルワーカーが働いている。家族支援の流れは以下のようになっている。

　2．1　家族児童課におけるシステムの流れ

（病院、教育機関、地域｝

　　　£」酷

（1）児童虐待ホットライン

」
（2）緊急対応ユニソトによる調査

①児童保護センター　　　　②ファミリーリソースセンター
　（医療チェック、緊急里親委託）　　　　（家族保護と維持）

　　　o

在宅

②ファミリーリソースセンター

　　　（家族支援）

（3）裁判所管轄ユニント

工」親権の＿ee停止

（4）家族サーヒスユニノト 親を変化させる努力（最大12カ月以内）

危険度：大

⑦家族再統合

危険度：小　　在宅

②家族治療

O親の改善槻られない

（5）バーマネンシープランユニント

①養子縁組（親権剥奪）　　　　　　　　　　　　②法定後見人 ③長期ケア

　・親権停止

　・里親委託

　・グループホーム委託

13



22家族児童課の各部署の役割

（1）児童虐待ホットライン

　　　・月平均900件程度の通報を、24時間体制で9人のソーシャルワーカーが対応す

　　　る。

　　　・医師、教師には通告義務があり、通告しなかった場合の罰則規定がある。

　　　・電話を受けたソーシャルワーカーがリスクアセスメント表に基づいて危険度

　　　　をチェックし、緊急対応ユニットにつなげる。

（2）緊急対応ユニット

　　・子どもの危険度に応じて調査に

　　　取組むまでの時間が異なる。

　　　　①2時間以内に訪問

　　　　②10日以内に訪問

　　　　③記録に残すのみ

　　・インテークのためのソーシャル

　　　ワーカーが子どもと親にインタ

　　　ビューをして（聞き取り面接）、

　　　事実確認と子どもの安全確認の

　　　ための調査を行う。

サンフランシスコヒューマンサーピス局のスタッフ

から説明を聞く団員

・ 親の犯罪歴、親族、近隣、教育機関からの聞き取り調査を行う。

・緊急で子どもの安全が確保できていない場合、親の承諾がなくても、警察官

　同伴かもしくは警察官のみで子どもを保護し、児童保護センターに収容する

　ことができる。

①児童保護センター（危険度：大）

　　サンフランシスコ市立病院の医療チームが、身体的・精神的・性的虐待の

　形跡を調べるための検査を行い、健康手帳を作成する。医療検査が終わり次

　第、一時的に、信頼がおける親族・知人・近隣の人、緊急里親、グループホ

　ームなど安全な家庭に委託する。

②家族保護と維持（危険度：中）

　　子どもを家族から引き離さずにファミリーリソースセンター（地域にある

　家族のサポートセンター）を中心に利用して家族全体を支援する（3～6カ月）。

　ソーシャワーカーが立てたケア計画に基づいて行う。ほとんどの家族が労働、

　住居、食事など複数の課題を持っており、子どものことだけでなく包括的な

　ケアが必要である。

③家族支援（危険度：小）

　　子どもを家族から引き離さずに、親が自主的にホットラインからの紹介な

　どで、ファミリーリソースセンターに通所して両親教育、怒りのコントロー
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ル方法、自立のための方法などを学び、子どもの環境を改善する。記録に残

すのみでソーシャルワーカーは関与しない。

（3）裁判所管轄ユニット

　　・裁判所とヒューマンサービス局をつなぐ専門の部署であり、裁判に関する書

　　　類がすべて集められ、迅速に処理されている。

　　・法廷では、この部署のソーシャルワーカーが裁判の司会役を務める。

　　・子どもが親から離されて48時間以内に裁判所に調書を提出し、裁判所が子ど

　　　もを一時保護する許可の決定を行う。

　　・3日以内に子どもが一時的ではなく、安全に生活できる場所を裁判所が決定

　　　する。

　　・裁判所では、ヒューマンサービス局、親、子どもの弁護士がそれぞれの権利

　　　について協議をする。

（4）家族サービスユニット

　　・親権が一時停止した状態で、裁判所が親権を一時的に管理している。

　　・最大で12カ月まで。ただし、3歳以下の子どもの場合は6カ月以内。

　　①家族再統合（危険度：大）

　　　アウトホームケア：　子どもは里親またはグループホームなど、家族から離

　　　れた状態で、裁判所の監視下3カ月ごとに裁判所でのヒアリングを受け、親

　　　が再び子どもと一緒に生活できるよう問題解決に取り組む。

　　②家族治療（危険度：小）

　　　インホームケア：　子どもは家族のもとにいて、裁判所の監視下3カ月ごと

　　　に裁判所でのヒアリングを受け、親が子どもと再び生活していくために必要

　　　な問題解決に取り組む。

（5）パーマネンシープランユニット

　　①養子縁組

　　　・親権は剥奪され、養親が子どもの新しい親権者となり、子どもには新し

　　　　い家庭が与えられる。

　　　・ほとんどの場合、里親がそのまま養子縁組をして養親になることが多い。

　　　　養親をサポートするソーシャルワーカーもいる。

　　②法定後見人

　　　・実親が障害や精神病で子どもを放置した場合、親権を剥奪した後で子ど

　　　　もを親元に返し、法定後見人が子どもが18歳になるまで家庭を監査し、

　　　　子どもの養育の一切を決定する。
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5長期ケア

　・12カ月の親権停1ヒの状態が継続していて、親の状況や了・どもの養育環境に

　　おける問．題解決を待っている，親の問題解決に時llllがかかる場合

　・親族などにキンシップケアをしてくれる人がいない場合．

　・f’どもが最大6人までのグループホーム、または養〕㌧縁組をせずに1巨親宅

　　で長期間ケアされている状態、

3．ヒューマンサービス局の関連施設

3．1児童保護センター（シェルター）

（1　．）概要

　　　’r一どもを虐待という危険な状況か

　　ら分離して、医療チェックを行い、

　里親宅や近親者宅へ移すまでの・時

　避難場所として、サンフランシスコ

　医療センターに併設されている，

（2）内容

　　・f’どもは危機的状況から離され

　　　て、ソーシャルワーカーまたは

　　　警官と　・緒にセンターに来る

サンフランシスコヒューマンサービス局

　　　サウスイーストオフィスの玄関

・ 食事、人浴、着替えをし、診察と身体的・性的虐待を’芝けているかどうかの

検査を行った後、健康丁帳を作成する，

・ 手続き終r後、　r一どもは．一・時的に安全な場所に移る、

　　　〔虐待していた親と同居していない他方の．eq　’J亡〕

　　　〔信頼できる親族、又は親族ではないがf・どもに充分なケアを提供できる者、

　　　こ緊急里親かグループホーム］

・22時までにセンターに来た子どもはその日中に緊急里親につなげる

これは、家庭から離れた状況で・晩を過ごすことは、r・どもにとって望まし

い環境ではなく、二次的虐待のn∫能性があるため．

・ 1カ月平均約60人の子どもが来るt．

・ 24時間体制で昼間【ま20～25人、夜間は2人のソーシャルワーカーが待機して

いる，

・ おもちゃや衣類は寄付されたものを利用している一

・r・どもが・晩宿泊する部屋は、明るく暖かい環境に整えられている．
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3．2　ヒューマンサービス局支部（サウスイーストオフィス）

（1）概要

　　ヒューマンサービス局にある3支部の中のひとつで、ファミリーツーファミ

　　リーの考え方に基づいて、4年前に市の南東部にあるショッピングセンター内に

　設立された。この地域は低所得の貧困家庭が多く、住民の多くはアフリカ系アメ

　リカ人で、スペイン語を話す人も多い。本部にあるすべてのサービスがここでも

　提供されている。32～40人のソーシャルワーカーが所属している。

（2）特徴

　　・サービスを必要としている人が多い地域にある。

　　・本部に行かなくても、地域の中でサービスが受けられる。

　　・ファミリーリソースセンター、メンタルヘルスセンターと隣接している。

　　・教育機関を訪問し、相談活動を通して目に見えるサービス提供を行っている。

　　・地域で子どもを育て、虐待を予防していく試みがなされている。

　　・毎週木曜日に、ソーシャルワーカー、教師、カウンセラー、心理士、保健師

　　　などが参加してケース会議を開き、子どもの安全や家族をどのように守るか

　　　についてチームで取り組んでいる。

　　・家庭的で落ち着いた雰囲気に配慮された面接室があり、スーパーバイザーの

　　　下での親子の面会が予約制で行われている。

3．3　ファミリーリソースセンター

（1）概要

　　ヒューマンサービス局のファミリ

　ーサポートシステムの一環で、0～

　12歳までの子どものいる家族の問題

　解決を支援するサービス資源を提供

　している。利用者は様々なサービス

　を自分で選択し、無料で受けること

　ができる。

　地域の中のニーズを把握し、ニーズ

　に合ったサービス提供を行ってい

　る。今後、地域を拡大してサービス

　提供を行うため、地域の中から理事

ファミリーリソースセンターを見学

を選び、NPOとして独立していく動きがある。ここは、英語中心であるが、地域

によっては、母国語に合わせた国別のセンターがある。センターは月曜から金曜

の朝9時～夜8時30分の間開いている。
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（2）人員構成

　　所長以下4人の専門のソーシャルワーカーが中心となってサービスを提供して

　いる。また、地域から選ばれて訓練された人がボランティアとして、活動を支援

　している。様々な自助グループには専門のスーパーバイザーがついている。

（3｝サービス内容

　サービスの種類によっては、事前に予約が必要なものと、一部有料のものがある。

　・住宅、育児サポートなどの情報提供。

　・パソコン、コピー、電話の無料使用。

　・家族の代弁、危機介入、ケースマネジメント。

　・裁判所からの命令で、子どもの愛し方やコミュニケーションの取り方、及び、

　　自己覚知などの訓練やミーティングなどを行う両親教育。（週1回、計12回）

　・児童虐待やドメスティックバイオレンスの加害者、自分自身で問題解決ができ

　　ない人、怒りをコントロールする力のない人たちを対象にした加害者のための

　　プログラム。（週1回、計52回）

　・ドメスティックバイオレンスの被害者である女性が、お互いに自分のことを語

　　り合い、自分を大切にして、よい連携を作り、育児、福祉、就労などの情報を

　　交換する自助グループ

　・11～14歳までの子どもが放課後に男女別に学習指導や、健康、音楽、自立など

　　について学ぶボーイズガールズアカデミア。（有料：月＄40）

　・放課後、小学校1～5年生までの子どもが家庭教師と一緒に、宿題を中心に学習

　　する宿題のサポート。

　・0～12歳の子どもがいる家庭にのみ、1カ月に1回だけ、食料品の入ったバッグ

　　が提供される、フードバンク。

　・週1回野菜などの食べ物配給。

4．サンフランシスコ児童福祉のハイライト

（1）一時保護所をなくした

　　以前は虐待を受けたと思われる子どもが保護されると、児童保護センター

　（シェルター）にて行動観察を行い、一時保護する期間が設けられていた。連れ

　て来られた子どもたちは、家庭生活環境と違う環境に置かれることで、子ども同

　士の二次的虐待や、家庭から離されることによる精神的虐待などを受けることに

　陥っていた。

　これらのことを踏まえ、シェルターでの行動観察をやめ、医療チェックを受ける

　とすぐに、緊急里親や親族宅へ委託することにした。
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（2）養子縁組成立までの期間を設定している

　　子どもが親元に帰ることが難しいケースで、その子どもが3歳未満か兄弟の中

　に3歳未満児がいる場合は、6カ月以内に養親を見つけなければならないとして

　いる。年齢が小さければ小さいほど、家庭で養育されることが望ましく、子ども

　の最善の利益を考慮したものである。

（3）1つのケースに、たくさんのソーシャルワーカーが関わっている

　　虐待を受けている子どもを家族から保護するソーシャルワーカーは、親から反

　感や怒りの感情を持たれやすいため、関係を構築することが難しい場合があった。

　そのため、家族の再統合を目指して関わるソーシャルワーカーを新たに配置する

　ことで、ソーシャルワーカーに怒りを転換させることを予防し、親自身が自分の

　問題をより客観的に見ることができるようになっている。

（4）児童裁判所では、裁判の進行、司会役としてソーシャルワーカーが配置されて

　　いる。

5．所感
　ハイライトでも述べているが、特筆すべき点は、一時保護所をなくし、子どもたち

をできるだけ短時間で家庭生活環境に置く努力をしていることである。1カ月近くも

の間、通学できないで集団生活をしなければならないという日本の現状を考えると1

日も早く、日本に導入したいシステムである。

　そして、1つのケースの危険度を判断してから対応に着手するまでの時間や、親権

停止をするのか、在宅か、養子縁組かを判断するまでの期間が決められていること、

更に複数のソーシャルワーカーがそれぞれの段階を担当することで、ケースの進みが

早くなっている。これも、児童裁判所とソーシャルワーカーが協力してケースに取り

組んでいることで実現されているのである。

　又、サービスを必要としている人がたくさんいる地域のショッピングプラザにヒュ

ーマンサービス局の支部をiいたり、同じ敷地内にファミリーリソースセンターがあ

るということは、利用者に配慮され、そして、地域の人が地域の子どもや家族を守る

ということを意識し、活動しやすい環境作りをしていることの表れである。

　日本でも地域のパワーや情報をもっと利用できる横のつながりを強化することが大

切であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中、勝亦、浅井）
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V1≡　コロラド州（デンバー）

コロラド州の福祉政策は州法をベースに、郡や市にその企画から実行ま

でを委任する方式をとっている、

デンバーヒューマンサービス局で公的機関の役割を学び、他に子どもの

愛着障害を研究するエバグリーン愛着センター、約40年前に｝比界で初め

て「児童虐待」という概念を発表したケンプチルドレンズセンターなど特

色ある施設を訪問した，また、3軒の里親宅を訪問し里親家庭との交流

をもった、

称
都
積
口
色

愛

州

面

人
特

センテニアル・ステート（独立百周年記念州）

デンバー（Denver）

269，618k㎡（日本の約0．71倍）、50州中第8位

4，301千人、同第24位

コロラド州は、伝統的には牧畜と鉱業が中心産業であったが、エレクト

ロニクス、コンピューター、宇宙産業などへ転換を図ってきている。石

油・石炭・天然ガスのエネルギー、

鉱物資源なども豊富にありハイ

テク企業を引きつけている。ま

た各種研究開発機関も多い。マ

ラソン選手の高地トレーニング

場所としてボルダーが有名。対

日関心は一般的に高く日本語学

習熱も高まっている。

姉妹県は山形県
ロッキー有料道路料金所

［出典：最新アメリカ合衆国要覧〔2002）－50州と日本一（東京書籍1〕
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1．デンバーヒューマンサービス局

Denver　Department　ef　Human　Services（市の社会福祉全般を取り扱う公的機関）

1．概要
　　1946年に連邦政府より委任され、「児童の支援と保護」「家族の再統合」「児童の永

久的幸せ」を目的に年間約＄250億の予算で運営されている。

局内は大きく4つの課（スタッフ総数：約940名）に分かれており、それ以外に人事

に関するスタッフ約300名、各課の連携や業務をチェックするスタッフ約300名が従事

　している。

　　（U家族児童課

　　（2）成人課

　　（3）自立雇用課（雇用や生活保護支援のための課）

　　（4）調査課｛父親の行方を探したり、認知させて養育費の支払いを進めたりする課）

【ヒューマンサービス局の組織図】

①システム

400人＋α

　家族児童課
Familv＆Children’s
Services　Division

170人

国1

　　　　受付部門（ホットライン、インテーク）

　　　　児童保護部門（0～t2歳）

　　　　児童保護部門（t3～18歳）

　　　　資源保護部門（里親を探す部門）

　自立雇用課
Falni▲y　Employment

Resources　Division

170人

　　調査課
Child　Support

Enforcement　Division

②システムの流れ

校

院

庭

族

学

病
家
親

鰯
⇒

イ
ン
テ
ー
ク

ホ
ッ

ト
ラ
イ

13～18歳児
（親との対立）

O～12歳児
（虐待）

スーパー〆イズ

‡一㈱・・宅

謂
査

24時間以内

　　　　　　在宅サービス要ならその手配

　　　　　　　　　↑

1①［⇒危険小亡〉在宅　　〔〉　定期訪問

‘　　　　　　　　　　48時間以内

　　　　　　　　　一1②⇒危険大⇒一時保護⇒裁判所

　　　　　　　（里親、ファミリークライシスセンター）

　　　　　　　☆親権一時停止
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2．家族児童課の概要

2．1部門と役割

（1）ホットラインとインテーク部門

ホットライン

・ フリーコール、年中無休で24時間受付けており、特別な訓練を受けた7人が

　交代制で電話対応している。

・ 800～1000件／月の電話があり、通報される子どもの割合は、0～12歳が60％、

　13～18歳が40％となっている。

・ 通報者は匿名でもよいが、できるだけ名前を告げてもらうように対応してい

　る。

・ 特に通報義務者※は必ず名前と職種を告げなければならない。

　※コロラド州法の子どものための法律、1976年の連邦法に通報義務と罰則規定が明記さ

　　れており、医者、看護師、教師、セラピストなどが該当する。

・ 対応基準は危険度によって、「直ちに（大）」、「24時間以内（中）」、「2日以内

　（小）」「4日以内（受容範囲）」に調査すると決められている。

・ハイリスクと判断されたケースは、ソーシャルワーカーがすぐに病院や学校

　に駆けつけ子どもを保護する。場合によっては警察官も同行する。

・保護者と、翌日にファミリークライシスセンターに来るよう約束する。

・ 毎朝の係長会議において、緊急里親やファミリークライシスセンターに送ら

　れた児童のケースを確認、検討し、インテークワーカーに割り振る。

インテーク

　インテークワーカーが一つのケースに1週間～1カ月間関わり、それぞれ月

平均12～15件の新しいケースを

担当している。

裁判までいくケースは月平均

400～500件程度で、ホットライ

ンに入る通報の約半数に相当す

る。又、性的虐待には専門のチ

ー ムが関わる。

デンバーヒューマンサービス局でまずはご挨拶、
” Nice　to　meet　you°
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［インテークワーカーの役割］

調　査

’

以前のデータを調べ通報歴がないかを見る。

・情報提供者と連絡をとり、より多くの情報を集める。

・ 被害児童と面接する（加害者のいない所で行うよう法律で定められている）。

・ 加害者と疑われている人と面接をしたり、調査しながら家庭のニーズを評

価していく。

分　析

・ 情報を分析し、ケアプランを立てていく。まちがいの情報と判断されると、

ここでケースを終了する。

決　定

・ 両親が虐待を認め、協力を求めている場合は、早期介入担当部門に引き

継ぐ。

・ハイリスクケースや何度も通報されているケースは裁判所に親権の一時停

止を申請する。

・ 裁判では、ヒューマンサービス局が子どもの法定後見人になることや、親

権は親にしたまま、親を監視することなどを決定する。

・ 終結

（2）　Y巳童保護部F「i

　　この部門では、勤続10～15年のソーシャルワーカーが、5～15件「月のケース

　を担当しており、父母を援助しながら子どもに焦点を当て、家族の再統合、家庭

　復帰を日指している。インテークワーカーと児童裁判所へ行って、親権停止後の

　両親と会う。そして、再統合するための治療プランを立てるため親や親族らと面

　接する。又、30日以内にサービス介入プランを立て、児童裁判所の許可を取った

　り、90日以内に初期のパーマネンシープランを登録する。0～6歳児においては、

　12カ月以内に早期永住プランを立て、・子どもがどこへ行くかを決定したりする。

　治療プランができていないときは再審を3カ月以内に児童裁判所に設定してもら

　う（決定するまで何度でも設定してもらえる）。その間、ソーシャルワーカーは

　親権停止中の子どもの法定後見人であるため、最低月に1回は子どもと会うこと

　が義務付けられている。

子どもにとって最善の決定としてのパーマネンシープランとは以下の3点である。

　［家庭に返し、法定後見人を立てる］

　〔家庭復帰が不可能である場合は親権剥奪（取扱い件数の約3％）、里親宅へ］

　〔親権移行し、親に代わる後見人を見つける］
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（3）資源保護部門

　　この部門では、子どもが一日でも早く家庭復帰できるようにするため、両親と

　の人間関係作りを大切にしながら活動しており、里親担当ソーシャルワーカーは

　里親のライセンスを与えた家族の担当になり、一人約30件を担当している。ソー

　シャルワーカーは里親担当とキンシップ担当がそれぞれ専門に活動している。

　①里親担当ソーシャルワーカーの役割

　　・実親がどれだけ早く治療を終え、家庭復帰できるかによって期間が決まる養

　　　育里親、もしくは、期間が90日間に決められている緊急里親を選択する。

　　・子どものソーシャルワーカーの代わりに行動障害児の治療プログラムを立て

　　　る。

　　・里親から養親への変更希望について対応する。

　　・里親への費用（月額）を子どもの養育難易惨によって決める。

※養育難易度0⇒＄369　（健常児＞

　　　　　1：㌶｝・知的障害・・べ・で費用が・れだけかかる・・よ・・

　　　　　3⇒＄1、OOO（物をよく壊す子ども）

②キンシップ担当ソーシャルワーカーの役割

　・セラピスト、教師、医師、子どもの弁護士、親族など、子どもと良い関係を

　　築いている人たち、及び、年齢によっては子ども自身も集まって必要な情報

　　を得た上で、パーマネンシープランを立てる。そのプランを子どもの担当ソ

　　ーシャルワーカーに見てもらい質疑応答をした、．ヒで同意を得る。そのレポー

　　トを児童裁判所に提出する（ソーシャルワーカー1人は裁判所に待機し、裁

　　判所からの決定に備えている）。

　・批判的な目を持って家庭を見る家庭調査。犯罪歴や虐待歴も調査する。最低

　　2時問面接する。

　・デイケアや医療関係の紹介、家庭訪問などを行う在宅サービスの提供をする、

2．2サービス内容

（1）コロラド州の児童に関する規定を定め児童の身体的、性的虐待、または放置を

　　調査する。

（2）虐待状況を確認し、被虐待児をそれ以上の虐待から守るために、州警察、郡児

　　童家庭裁判所と連携し、永久的な児童の幸せを築くために取り組んでいる。

（3）ファミリーツーファミリーイニシアチプ

　　アニー・E・ケーシー財団より3年間の助成金（＄48万9千）と技術的なサポー

　　　トを受け、家族に最善の援助をするために2000年に発足した。
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①理念

　・子どもの健全育成は、子どものニーズを満たすことのできる家庭から生まれ

　　る。

　・家族は地域から支援されていれば力を発揮する。

　・児童福祉機関は家族を支援している地域と提携することにより、よりよい役

　　割を果たすことができる。

②行動計画

　・地域間連携の強化。

　・被虐待児のいる地域から里親を見つけ養成していく。

　・崩壊しかけている家族への支援は家族、親族や地域の人々とのチームによっ

　　て決定していく。

　・家族がどこから来て、どの地域からサポートされてきたかを見極める。

③目標

　・里親委託はキンシップを第一義に、子どもが住んでいる近くの地域を優先す

　　るなど、地域性や文化などに配慮する。

　・できる限り安全かつ短期間で、家族との再統合を図る。

　・家族の再統合を目指す取り組みの中で、里親家庭をチームの一員に巻きこん

　　でいく。

　・里子のいる地域に里子が必要としているケアに関する資源を供給していく。

3，ヒューマンサービス局の関連施設

3．1ファミリークライシスセンター
　ハイリスクの子どもが収容される施設で、養護機能部門と治療機能部門の2つの

部門で構成されている。

（1）養護機能部門

　①概要

　　　定員は64名で、0～12歳児までが対象であるが、13～14歳児も所長の判断で

　　入所することができる。90日閲の入所が可能であるが、平均在所期間は2週間

　　である。0～3歳児においては、速やかに里親家庭へ送るように対応している。

　　子どもの実態をつかみ、治療プログラムを速やかに立てるため、治療をすぐ始

　　めることができ、子ども同士の虐待を予防することができる。

　　又、ヒューマンサービス局、警察、メンタルヘルス機関と協力関係を結んでいる。

　②職員

　　　現在25人の職員と、小児科医が1人、助手が2人、精神保健のセラピストが

　　2人、施設内学校の教師が2人、勤務している。
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③施設内の設備

　　施設内には幼稚園～小学校3年生

　までと小学校4～7年生までのクラ

　スがひとつずつ、小児科医が午前

　中に来て子どもの様子を診る医療

　室、プレイセラピー室、図書室、

　マジックミラーがあり、警官やソ

　ーシャルワーカーが使用する面接

　室、暴れている子どもが落ち着く

　のを待つために使用する部屋、遊　　　　　　ファミリークライシスセンターの受付

　具のある遊び場などが設けられている。

　子どもの居室は2人ないし4人部屋でベッドと机だけが用意されている。

　各部屋や通路にある入り口の開閉にはIDカードキーが必要であり、長時間開

　いた状態にあると警報が鳴る仕組みになっている。

④入所からの流れ

　　入所するとまず、シャワーを浴び、食事を摂って居室へ。性的ないたずらを

　する子どもには個室を与える。翌日小児科医の診察を受ける。3日後より施設

　内の学校に通う。

（2）治療機能部門

　①概要

　　　子どもが居住しながら治療プログラムを受ける施設である。

　　それぞれ1人ないし2人部屋が割り当てられており、居室は男女別であるが、

　　普段の生活は一緒である。

　②職員

　　　職員は30人のケアワーカーとスーパーバイザーが勤務している。職員は暴れ

　　ている子どもを止める方法（声掛けや止め方）のライセンスを取得している。

　③その他

　　・居室の入り口の上にセンサーがあり、夜間に子どもが眠れずに動いていると

　　　反応して職員に知らせる。さらに職員も15分ごとに見回りを行い、眠ってい

　　　るかを確認している。

　　・子どもは持ち物を持たずに来ることがあるので、衣服などのストックもして

　　　ある。
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3．2　ハローワーク

　履歴書の書き方や面接に相応しい服装、パソコンの使い方など、雇用の機会や、

就職するにあたって必要な知識を与える部署，．

3．3　両親教育センター

　里親宅や親族宅に委託されていたり、治療中である子どもたちが監視された環境

のもとで、親と面会する所。庭、．子ども用のトイレなどが用意されており、キッチ

　ンで子どもの好きな食事を作ったり、居間でゆっくりと・緒の時間を過ごしたりす

る。夜は里親宅からの自立支援のためのプログラムでキッチンが使用されている。

3．4　託児所

　　ヒューマンサービス局を訪れる利用者のr一どもを用事が済むまで預かる所c7人

の子育てのベテラン職員が働いている，職員には1カ月に4時間のスキルアップト

　レーニングが課されている；

4．所感
　2H問にわたって、ヒューマンサービ

ス局内の仕組みや働き、関係機関との連

携についての説明を受け、実際に見せて

もらった、その中で気づいた点について

挙げてみる。

　・ひとつの建物内か、近いところに連

　　携すべき機関が揃っており、余分な

　　移動が少ない。

　・ひとつのケース内で期限と役割分担

　　が明確であり、専門のソーシャルワ

デンパーヒューマンサービス局の玄関

一 カーが担当しているので、ケースの流れが速い。

・ 児童裁判所や警察との関わりが密接であり、ソーシャルワーカーの立場が確実に

守られ、保障されている。そのため、保護の必要な．f’どもを確実に保護できるc

・ 24時間対応のホットラインに入ってくる通報への対応が迅速で、いつでも動ける

ようにソーシャルワーカーが待機している。

・ 里親にもそれぞれ担当のソーシャルワーカーがいるので、指導やバックアップ体

制がきちんとなされている、

・他の部署や機関への異動は自ら申し出ない限りなく、一つの部署での勤続年数が

10～15年のソーシャルワーカーが多数働いている、働きながら、スキルアップト

レーニングが課せられている，
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・ 女性職員の割合が男性職員よりも多い。

・ 広報活動に積極的であり、ポスターやパンフレットだけでなく、カレンダー、マ

グネット、ぬり絵などのグッズを作り、子どもにも興味を持ってもらえるように

工夫している。

・託児所を設置したり、必要な情報を取得したりしやすいように様々なクラスを建

物内に設けるなど、利用者に優しい配慮がなされている。

以上、何点かあげてみたが、利用者用の託児所の設置や、広報活動については、日本

でも取り入れやすいものであろう。しかし、その他大半が大改革を要するものである。

　一番の難点は、人員の確保である。日本では一人のケースワーカーの担当している

ケース数はアメリカの10倍以上である。担当は地区担当制で、地区により担当数に差

がある。アメリカよりも日本の国土は狭いので、地区で分けずに、専門性を生かせる

ような工夫をすべきである。続いて、ケースワーカーと担当児童や家庭、施設との関

係作りを重視して、専門性を守り、高めるためにも、人事異動をできる限り避けて欲

しいものである。なによりもまず、利用者に優しい、利用者を尊重する視点を見習う

べきである。

　とにかく、ヒューマンサービス局と日本の現状を比較すると、我々団員一同ため息

ばかりを漏らしていた。予想はしていたが、日本との差はそれ程大きいものであった。

　私たち、直接処遇職員の立場でできることは何かを考えると、すぐに出来そうもな

いとあきらめてしまいそうになるが、それでは、何も変わらない。小さな力ではある

が、今回研修に参加した団員は全国各地から集まっている。その利点を生かし、機会

あるごとに声をあげて小さな輪を集結させ、大きな力に変えて行くことこそが、今後

の私たちに課された使命であることを忘れてはならないe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（浅井）

デンバーヒューマンサービス局の職員

が、ホテルへ朝、昨日堀さんが研修室

へ忘れてきた小銭入れを届けてくれた。

小銭入れには南米の模様があり、’‘思い

で深い大切なもの”と思って届けにき

たとのことである。この暖かい気持ち

をブッシュ氏が少しでも持っていれば

と思わずにはいられない。
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Evergreen　Attachment　Center（愛着障害児の治療を行うNPO団体）

1エバグリーン愛着センター

1．概要

　デンバー市外から西に向け車で1時間

ほど走ると西部開拓史を代表するバッフ

ァロービル、コデイの博物館が見えてく

る、そこからさらにロッキー山脈に向か

って20分ほど走った小高い丘の中腹に、

ログハウス調のエバグリーン愛着センタ

ー がある、

　エバグリーン愛着センターは、愛着障

害のある児童とその家族の生活改善をす
エバグリーン愛着センターの入りロ

すめ、その手助けと、健康的な親子の愛着関係を築くことを目的に設立された。

　NPOの寄付組織により運営されており、ここに携わる職員は、ドクターの資格を有

するソーシャルワーカー、児童専門医師、心理・f、精神科医などあらゆる分野の専門

家が所属しており、子どもとその家族の治療計画を、i，1てて治療にあたっている，

　1972年から愛着障害を持つ子ども数百人の治療にあたり、良い成果をもたらしたこ

とから、1994年エバグリーンに相談センターを設立し、後にエバグリーン愛着センタ

ー と改名して、知識、経験、技術、の独白の調和を提供し、地域社会につなげている・

2． 6つのサービ内容

（1）愛着障害のあるf’どもの初期調査、及び評価

（2）セラピー

〔3）2週間の集中治療

（4）長期の治療と治療的里親養護

（5）精神衛生の評価

（6i養護者、治療者への教育相談

愛着の大切さについて説明を受ける団員
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3．愛着について

　（1）愛着障害の原因

　　以下のような状況が、子どもの愛着障害の危険性を高める。特に危険な時期は、

　　妊娠の時期から、生後約26カ月のころまでである。

　　　　・遺伝的要因

　　　　・母親の妊娠に対する両面感情（喜びと憎しみ）

　　　　・出生前に胎内で、アルコールや薬物等の危険にさらされた影響

　　　　・母親の病気や死、または子どもの急病や入院により、最初に世話をしてくれ

　　　　る人との突然の分離

　　　　・母親の慢性的な薔症状

　　　　・親としての養育能力に乏しい母親

　　　　・虐待（身体的、精神的、性的）

　　　　・放置

　　　　’里親によるケアや養子縁組の失敗などによる度々の転居

（2）愛着の必要性

　健全な人格形成の基礎として以下のような能力が必要不可欠である。

　　・知的能力の最大限の発達

　　・良心の成長（発達）

　　・ストレスや欲求不満にうまく対処する能力

　　・自信の獲得

　　・対人関係の発展

　　・不安や恐れを処理する能力

　　・自分におそいかかってくると感じる恐れをコントロールする能力

（3）愛着の発達プロセス

生後1年目

1

フロイト　：口唇期

工リクソン：信頼と不信

世話人が泣きPtを判箇し

欲求を溝たす介入をず6

　ノ

生後2年目

ノ ＼

ノ
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（4）愛着障害になる危険度が高い乳幼児の徴候

　・弱々しく泣く反応、激しくもしくはいつまでもメソメソする

　・触られることへの防御

　・下手なまといつきや「板のように硬い」と思えるほど極端に抱きしめることに反

　　抗する

　・授乳に興味を示さず、吸い付く反応が弱い

　・目線を合わせず、後を追いたがらない

　・微笑んでも笑顔を返してこない

　・他人に対して無関心

（5）愛着障害と、後に表出する行動

　・わざとらしい表面的な愛嬌

　・目線を合わせない

　・見知らぬ人への無差別的な愛情表現

　・愛情を与えたり、受け止めたりする能力の欠落

　・自分が全てを支配しようとする

　・自分自身や他人、物に対して破壊的である

　・動物に対する残虐行為

　・常習的な無差別のウソ

　・衝動のコントロールが出来ない

　・良心の欠落

　・異食

　・仲間との関係が作りにくい

　・火や血、突き刺すことなどに心を奪われる

　・しつこくナンセンスな質問をしたり、絶え間なくおしゃべりをする

　・不適当な要求をしたり、まとわりついたりする

　・異常な話し方をする

　・両親に理性的でない敵意や怒りを表す

（6）親の子どもへの関わり方（つながりの鍵）

　①アイコンタクトをしながら……

　　　触れる．動く（揺れる、弾む）　微笑む（笑顔）．食事を与える

　②親がリードして……

　　　子どもと一緒に楽しみながら日課を行う

　　　子どもが親と「やり取りができる」と感じられるように行動する
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③子どもと一緒に……

　　お気に入りの歌を一緒に歌う

　　子どもが親の投げかけに答えるようなゲームをする

④子どもの振る舞いに積極的に耳を傾ける

　　感情を言葉で表現するように務める

　　子どもの気持ちに共感する

　　子どもの感情を観察する

　　子どもが考えて決めたことを理解する

⑤子どもの過去の出来事をつなげていく

　　初期の発達段階にできなかったと思われることをやり直す

（7）効果的治療の目的

　・初期に失ったものを解明する

　・信用する心を引き出す

　・感情をコントロールする力を発達させる

　・人間関係をつくる力を発達させる

　・外界や社会のルールに対する適当な反応を学ぶ

　・思考における障害を治療する

　・自分を尊重する気持ちを育てる

4．所感

　愛着センターでビデオや話による説明を聞

き、私たちが普段何気なく行っている赤ちゃ

んへの対応が重要な意味をもっていることを

知ることができた。人は赤ちゃんの時に人間

関係を作り、それが安心感となり、一生を決

める事になる愛情ある環境が大切であるとい

うことを改めて実感させられた。何気ない行

動、誰もがやろうとすればできることなのに、

それがなされていない現実、そしてアメリカ

｝ 　ゾー　，一
／

治療施設内部

の脳開発研究の成果が実証され、実践されていることを知ることができた。

母親が「タバコを吸いたいわと思うだけで、胎内の赤ちゃんの膳の緒が堅くなる」と

言う話を聴き私たち団員は、どよめきに似た驚きの声を発した。喫煙は体に悪いと言

うことは誰でも知っている。しかし、思うだけで麟の緒が堅くなるとは誰もが知らな

かったからではないだろうか。
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